
単元の指導計画（１）（６時間完了） 

単元名 ３年「詩を味わおう」（「春に」谷川俊太郎／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 詩の表現技法の効果や詩における一つ一つの言葉の果たす役割を理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，一つ一つの言葉に込められた作者の思いについての自分の考えを形成

し，根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考えを深めようと

する。 

(2) 単元構成と評価基準表 

(話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（一

語一語の思いの込められ

た詩を読み，自分の考え

伝え合う）を知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「これまで詩で学ん

だこと」についても既存

の知識を振り返る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，詩の表現

技法 （擬人法・対

句・隠喩・反復）の

効果や詩における

一つ一つの言葉の

果たす役割を理解

している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，表現技法（擬

人法・対句・隠喩・反

復）による効果や，表

現技法以外（平仮名

漢字の表記の工夫，

言葉の選び方の工

夫）の文章表現の効

果を捉え, 作品の主

題についての自分の

考えを形成している。

(読) 

○ 「ひとり読み」で, 表

現技法（擬人法・対

句・隠喩・反復）による

効果や表現技法以外

（平仮名漢字の表記

の工夫，言葉の選び

方の工夫）の文章表

現の効果を捉え, 作

品の主題についての

自分の考えを形成し

ようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，詩の表現

技法 （擬人法・対

句・隠喩・反復）の

効果，もしくは，詩

における一つ一つ

の言葉の果たす役

割について，理解し

ている。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，表現技法（擬

人法・対句・隠喩・反

復）による効果や表現

技法以外（平仮名漢

字の表記の工夫，言

葉の選び方の工夫）

の文章表現の効果の

いずれかを捉え, 作

品の主題についての

自分の考えを形成し

ている。（読） 

○ 「ひとり読み」で，表

現技法（擬人法・対

句・隠喩・反復）による

効果や表現技法以外

（平仮名漢字の表記

の工夫，言葉の選び

方の工夫）の文章表

現の効果のいずれか

を捉え, 作品の主題

についての自分の考

えを形成しようとしてい

る。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みの交流１ 

○ 「表現技法による効果」

についての「読みの交流」

を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た表現技法についての自

分の考えを付箋紙に記述

する。Ｍ 

 

④ 

 

 

 読みの交流２ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 「表現技法以外の文章

表現の効果」についての

 

⑤ 

 

 

 

 



「読みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た作品の主題についての

自分の考えを付箋紙に記

述する。Ｍ  

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「詩の表現技

法の効果や詩における一

つ一つの言葉の果たす役

割」について，単元でどの

ような知識を身に付けた

かを振り返る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元の指導計画（２）（10時間完了） 

単元名 ３年「ニュースの見出しを付けよう」（「月の起源を探る」小久保英一郎／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 自分の考えを分かりやすく簡潔に伝える工夫について理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，自分の考えを分かりやすく簡潔に伝える工夫についての自分の考えを

形成し，根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（ニ

ュースの見出しを書く）を

知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「自分の考え分かりや

すく簡潔に伝える工夫」に

ついても既存の知識を振

り返る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，見出しの

表現の効果やわかり

やすさを配慮した説

明の順序などの文

章構成の工夫につ

いて理解している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，見出しの表

現の効果やわかりや

すさを配慮した説明

の順序などの文章

構成の工夫を捉え,

自分の考えを簡潔

に伝える工夫につ

いての自分の考え

を形成している。

(読) 

○ 「ひとり読み」で,見出

しの表現の効果やわか

りやすさを配慮した説明

の順序などの文章構成

の工夫を捉え自分の考

えを簡潔に伝える工夫

についての自分の考え

を形成しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通し

て,友達の考えの根拠を

捉えた上で,必要に応じ

てそれを取り入れ,自分

の考えを形成しようとし

ている。  ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，見出しの

表現の効果もしくは

わかりやすさを配慮

した説明の順序など

の文章構成の工夫

について理解してい

る。 

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，見出しの表

現の効果もしくはわ

かりやすさを配慮し

た説明の順序など

の文章構成の工夫

を捉え,自分の考え

を簡潔に伝える工

夫についての自分

の考えを形成してい

る。（読） 

○ 「ひとり読み」で見出し

の表現の効果もしくはわ

かりやすさを配慮した説

明の順序などの文章構

成の工夫を捉え,自分の

考えを簡潔に伝える工

夫についての自分の考

えを形成しようとしてい

る。 

○ 「読みの交流」を通し

て,必要に応じて友達の

考えを取り入れ,自分の

考えを形成しようとして

いる。 

 読みの交流１ 

○ 本文前半の見出しと内

容の関わりについての「読

みの交流」を行う。 

 

④ 

 

 

 読みの交流２ 

○ 本文後半の見出しと内

容の関わりについての「読

みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「見出しと内容の関わり

で最も重要だと考えるこ

と」についての自分の考え

を付箋紙に記述する。Ｍ 

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 



 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「自分の考え

分かりやすく簡潔に伝え

る工夫」についてどのよう

な，知識を身に付けたか

を振り返る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に,ニュ

ースの見出しの「下書き」

をする。拡Ｍ 

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」やニュ

ースの見出しの推

敲を通して ,見出し

の表現の効果や文

章構成の工夫につ

いて理解している。  

 

○ 「意見交流」やニュ

ースの見出しの推

敲を通して，見出し

の表現の効果や文

章構成の工夫を用

いて見出しを書いて

いる。（書） 

 

○ 「意見交流」やニュー

スの見出しの推敲を通

して,友達からの指摘を

踏まえ,自分の見出しを

見直し,必要に応じて改

善しようとしている。 

 

意見交流 

○ 自分や他者のニュース

の見出しの下書きについ

て気付いたことを発表した

り聞いたりし，より適切な

表現について考え，必要

に応じて表現し直す。拡

Ｍ 

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」やニュ

ースの見出しの推

敲を通して ,見出し

の表現の効果もしく

は文章構成の工夫

について理解してい

る。 

 

○ 「意見交流」やニュ

ースの見出しの推

敲を通して，見出し

の表現の効果もしく

は文章構成の工夫

を用いて見出しを書

いている。（書） 

 

○ 「意見交流」やニュー

スの見出しの推敲を通

して,自分の見出しを見

直し,必要に応じて改善

しようとしている。 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

の考えを表現し直す。収

Ｍ 

○ ニュースの見出しの清

書を行う。 

 

⑨ 

 

 

方

法 

 

 

 

 

・ニュースの見出し 

・足跡シート 

 

・ニュースの見出し 

・足跡シート 

 

 

 

 

・ニュースの見出し 

・足跡シート 

 

 

 

 

 まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑩ 

 



単元の指導計画（３）（11時間完了） 

単元名 ３年「物語の設定に着目して書評を書こう」（「素顔同盟」すやまたけし／教育出版） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 場面や登場人物，語り手の設定が，読み手にどのような印象を与えるかを理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，場面や登場人物，語り手の設定が読み手にどのような印象を与えるか

についての自分の考えを形成し，根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

(話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（物

語の設定に着目して書評

を書く）を知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「場面や登場人物，語

り手の設定が読み手にど

のような印象を与えるか」

についても既存の知識を

振り返る。 

○ 「書評シート」に目を通

し，書評がどんなものかを

知り，学習の見通しを立て

る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，場面や登

場人物，語り手の設

定が読み手にどのよ

うな印象を与えるか

を理解している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，中心人物と対

比人物の心情の変化

や役割，象徴的なイメ

ージをもつ言葉の工

夫を捉え, 場面や登

場人物，語り手の設

定が読み手にどのよう

な印象を与えるかに

ついての自分の考え

を形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で ,中

心人物と対比人物の

心情の変化，象徴的

なイメージをもつ言葉

の工夫を捉え , 場面

や登場人物，語り手

の設定が読み手にど

のような印象を与える

かについての自分の

考えを形成しようとし

ている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，場面設

定，登場人物の設

定，語り手の設定の

いずれかについて，

読み手にどのような

印象を与えるかを理

解している。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，中心人物と対

比人物の心情の変化

や役割，象徴的なイメ

ージをもつ言葉の工

夫のいずれかを捉え, 

場面や登場人物，語

り手の設定が読み手

にどのような印象を与

えるかについての自

分の考えを形成して

いる。（読） 

○ 「ひとり読み」で中心

人物と対比人物の心

情の変化や役割，象

徴的なイメージをもつ

言葉の工夫のいずれ

かを捉え , 場面や登

場人物語り手の設定

が読み手にどのような

印象を与えるかにつ

いての自分の考えを

形成しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みの交流１ 

○ 中心人物と対比人物の

心情の変化や役割につ

いての「読みの交流」を行

う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「『先生』や『女の子』の

役割」についての自分の

考えを付箋紙に記述す

る。Ｍ 

 

④ 

 

 



 読みの交流２ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 象徴的なイメージをもつ

言葉の工夫についての

「読みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「場面や登場人物，語り

手の設定が読み手にどの

ような印象を与えるか」に

ついての自分の考えを付

箋紙に記述する。Ｍ  

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「場面や登場

人物，語り手の設定が読

み手にどのような印象を

与えるか」についてどのよ

うな知識を身に付けたか

を振り返る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「素顔同盟」と同じく，場

面や登場人物の設定，語

り手の設定が特徴的な

「生活維持省（星新一

著）」を読む。 

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に,「生

活維持省」について，「中

学生が読むべき作品と言

えるか」というテーマで見

解を示した書評の「下書

き」をする。拡Ｍ  

 

⑦ 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や書

評の推敲を通して, 

場面や登場人物，

語り手の設定が読

み手にどのような印

象を与えるかについ

て理解している。  

 

○ 「意見交流」や書評

の推敲を通して，場面

や登場人物，語り手

の設定が読み手にど

のような印象を与える

かについての考えを

根拠として書評を書い

ている。（書） 

 

○ 「意見交流」や書評

の推敲を通して,友達

からの指摘を踏まえ,

自分の書評を見直し,

必要に応じて改善しよ

うとしている。 

 

意見交流 

○ 自分や他者の書評の下

書きについて気付いたこ

とを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

 

⑨ 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や書

評の推敲を通して, 

場面設定，登場人

物の設定，語り手の

設定のいずれかに

ついて，読み手にど

○ 「意見交流」や書評

の推敲を通して，場面

設定，登場人物の設

定，語り手の設定のい

ずれかについての考

えを根拠として書評を

○ 「意見交流」や書評

の推敲を通して,自分

の書評を見直し,必要

に応じて改善しようと

している。 

 



収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

の考えを表現し直す。収

Ｍ 

○ 書評の清書を行う。 

 

 

 

 

 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のような印象を与え

るかを理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

書いている。（書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑪ 

方

法 

 

 

・書評 

・足跡シート 

 

・書評 

・足跡シート 

 

 

・書評 

・足跡シート 

 

 

 



単元の指導計画（４）（10時間完了） 

単元名 ３年「情報を基に自分の想いを伝えよう」 

（「『想いのリレー』に加わろう」藤代 裕之／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 身の回りのメディアの特性や相手を不快にさせない文章の工夫を理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，これからのメディアと相手を納得させるための工夫についての自分の

考えを形成し，根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（情

報を基に自分の想いを意

見文として伝える）を知

る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「身の回りのメディ

ア」についても既存の知

識を振り返る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，身の回り

のメディアの特性や

相手を不快にさせな

い文章の工夫を理

解している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，相手を不快

にさせずに納得して

もらうための丁寧な

文末表現などの文章

表現や，課題を投げ

かけて終わるような

結論の書き方などの

文章構成の工夫を捉

え, これからのメデ

ィアと相手を納得さ

せるための工夫につ

いての自分の考えを

形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で, 相

手を不快にさせずに

納得してもらうため

の文章表現（丁寧な

文末表現など）や文

章構成の工夫（課題

を投げかけて終わる

ような結論の書き方

など）を捉え，これか

らのメディアと相手

を納得させるための

工夫についての自分

の考えを形成しようと

している。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，身の回り

のメディアの特性，

相手を不快にさせな

い文章の工夫のい

ずれかについて理

解している。 

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，相手を不快に

させずに納得してもら

うための丁寧な文末

表現などの文章表

現，もしくは，課題を

投げかけて終わるよう

な結論の書き方など

の文章構成の工夫の

いずれかを捉え, こ

れからのメディアと

相手を納得させるた

めの工夫についての

自分の考えを形成し

ている。（読） 

○ 「ひとり読み」で，相

手を不快にさせずに

納得してもらうための

文章表現（丁寧な文

末表現など），もしく

は，文章構成の工夫

（課題を投げかけて終

わるような結論の書き

方など）のいずれかを

捉え, これからのメ

ディアと相手を納得

させるための工夫に

ついての自分の考え

を形成しようとしてい

る。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

 読みの交流１ 

○ 相手を不快にさせずに

納得してもらうための

文章表現の工夫につい

ての「読みの交流」を行

う。 

 

④ 

 

 

 読みの交流２ 

○ 相手を不快にさせずに

納得してもらうための

文章構成の工夫につい

て「読みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「これからのメディアと相

 

⑤ 

 

 

 

 



手を納得させるための工

夫」についての自分の考

えを付箋紙に記述する。

Ｍ 

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「身の回りのメ

ディアの特性や相手を不

快にさせない文章の工

夫」についてどのような知

識を身に付けたかを振り

返る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に,「20

年後のメディアの状況」も

しくは「１年後の感染症の

状況」というテーマで見解

を示した意見文の「下書

き」をする。拡Ｍ  

○ インターネットで得た情

報やテレビ、新聞などで

得た情報を意見の基とす

る。 

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や意

見文の推敲を通し

て , 相手を不快に

させずに納得して

もらうための文章

の工夫について理

解している。  

 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して，相

手を不快にさせずに

納得してもらうための

文章表現（丁寧な文

末表現など），文章構

成の工夫（課題を投

げかけて終わるような

結論の書き方など）に

ついての考えを根拠と

して意見文を書いて

いる。（書） 

 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して,友

達からの指摘を踏ま

え,自分の意見文を見

直し,必要に応じて改

善しようとしている。 

 

意見交流 

○ 自分や他者の意見文の

下書きについて気付いた

ことを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

の考えを表現し直す。収

Ｍ 

○ 意見文の清書を行う。 

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や意

見文の推敲を通し

て , 相手に納得し

てもらうための文

章の工夫を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して，相

手を不快にさせずに

納得してもらうための

文章表現（丁寧な文

末表現など），もしく

は，文章構成の工夫

（課題を投げかけて終

わるような結論の書き

方など）のいずれかに

ついての考えを根拠と

して意見文を書いて

いる。（書） 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して,自

分の意見文を見直し,

必要に応じて改善しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 



  まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑩ 

方

法 

 

 

・意見文 

・足跡シート 

 

・意見文 

・足跡シート 

 

 

・意見文 

・足跡シート 

 

 

 



３年生 単元の指導計画（５）（12時間完了） 

単元名 ３年「物語の『語り』を批評しよう」（「故郷」魯迅 竹内好訳／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 語り手が対象に抱く心情や対象との関係性，語りが対象の評価に及ぼす影響を理解することができ

る。 

思 「読みの交流」を踏まえて，語り手が対象に抱く心情や対象との関係性，語りが対象の評価に及ぼ

す影響についての自分の考えを形成し，根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（物

語の語りに着目して「故

郷」の語りをテーマにした

批評文を書く）を知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「語り手が対象に抱く

心情や対象との関係性，

語りが対象の評価に及ぼ

す影響」についても既存

の知識を振り返る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，語り手が

対象に抱く心情や

対象との関係性，語

りが対象の評価に

及ぼす影響を理解

している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，情景や人物の

行動・心情などの描写

の工夫，語り手の視点

や対象の語り方を捉

え, 語り手が対象に抱

く心情や対象との関

係性，語りが対象の評

価に及ぼす影響につ

いての自分の考えを

形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で, 情

景や人物の行動・心

情などの描写の工

夫，語り手の視点や

対象の語り方を捉え, 

語り手が対象に抱く心

情や対象との関係

性，語りが対象の評価

に及ぼす影響につい

ての自分の考えを形

成しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。  ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

④ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，語り手が

対象に抱く心情や

対象との関係性，語

りが対象の評価に

及ぼす影響のいず

れかについて，理解

している。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，情景や人物の

行動・心情などの描写

の工夫，語り手の視点

や対象の語り方のい

ずれかを捉え,場面や

登場人物，語り手の

設定が読み手にどの

ような印象を与えるか

についての自分の考

えを形成している。

（読） 

○ 「ひとり読み」で情景

や人物の行動・心情

などの描写の工夫，

語り手の視点や対象

の語り方のいずれかを

捉え, 場面や登場人

物，語り手の設定が読

み手にどのような印象

を与えるかについての

自分の考えを形成し

ようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 

 読みの交流１ 

○ 語り手が情景をどのよう

に語っているかついての

「読みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「故郷の町に対する語

り」についての自分の考え

を付箋紙に記述する。Ｍ 

 

⑤ 

 

 

 読みの交流２ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

 

⑥ 

 



の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 語り手が自分自身をど

のように語っているかにつ

いての「読みの交流」を行

う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「自分自身に対する語

り」についての自分の考え

を付箋紙に記述する。Ｍ 

  

 

 読みの交流３ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 語り手が他の登場人物

をどのように語っているか

についての「読みの交流」

を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「語り手が対象に抱く心

情や対象との関係性，語

りが対象の評価に及ぼす

影響」についての自分の

考えを付箋紙に記述す

る。Ｍ 

 

⑦ 

 

 

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「語り手が対

象に抱く心情や対象との

関係性，語りが対象の評

価に及ぼす影響」につい

てどのような，知識を身に

付けたかを振り返る。ＲＭ 

 

⑧ 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に ,

「『故郷』を『私』視点で語

ったことは適当であったの

か」というテーマで見解を

示した批評文の「下書き」

をする。拡Ｍ 

 

⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や批

評文の推敲を通し

て , 語り手が対象

に抱く心情や対象

との関係性，語り

が対象の評価に及

ぼす影響について

理解している。  

 

○ 「意見交流」や批評

文の推敲を通して，

「『語り』に対する意見

と，その根拠とする事

実（自身の捉え）との

対応を明確に示して

いるか」「具体的な『語

り』の効果について捉

えたことを基に，他の

文学作品と比較する

などして『語り』につい

ての一般化した意見

○ 「意見交流」や批評

文の推敲を通して,友

達からの指摘を踏ま

え,自分の批評文を見

直し,必要に応じて改

善しようとしている。 

 



意見交流 

○ 自分や他者の批評文の

下書きについて気付いた

ことを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分 

の考えを表現し直す。 

収Ｍ 

○ 批評文の清書を行う。 

 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 

 

を述べているか」「『故

郷』の語りが『私』視点

であったことの利点や

問題点について，根

拠を明確にして述べ

ているか」「接続詞や

指示語の用い方，段

落構成など，文章構

成を工夫して自分の

判断を明確に記述し

ているか」を全て踏ま

えて批評文を書いて

いる。（書） 

 

Ｂ 

 

○ 「意見交流」や批

評文の推敲を通し

て , 語り手が対象

に抱く心情や対象

との関係性，語り

が対象の評価に及

ぼす影響のいずれ

かについて理解して

いる。  

 

○ 「意見交流」や批評

文の推敲を通して，

「『語り』に対する意見

と，その根拠とする事

実（自身の捉え）との

対応を明確に示して

いるか」「具体的な『語

り』の効果について捉

えたことを基に，他の

文学作品と比較する

などして『語り』につい

ての一般化した意見

を述べているか」「『故

郷』の語りが『私』視点

であったことの利点や

問題点について，根

拠を明確にして述べ

ているか」「接続詞や

指示語の用い方，段

落構成など，文章構

成を工夫して自分の

判断を明確に記述し

ているか」のうち２～３

点を踏まえて批評文

を書いている。（書） 

○ 「意見交流」や批評

文の推敲を通して,友

達からの指摘を踏ま

え,自分の批評文を見

直し,必要に応じて改

善しようとしている。 

 

  まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑫ 

方

法 

 

 

・批評文 

・足跡シート 

 

・批評文 

・足跡シート 

 

 

・批評文 

・足跡シート 

 

 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 



３年生 単元の指導計画（６）（11時間完了） 

単元名 ３年「古典から現代に通じる生き方を学び紹介しよう」 

（「学びて時にこれを習ふ－『論語』から」／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 「論語」についての基礎知識と漢文独特の言い回しを理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，現代の私たちにも通じる生き方についての自分の考えを形成し，根拠

を明確にして相手に伝えることができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（古

典から現代の私たちにも

通じる生き方を学び，紹

介する）を知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「漢文の基礎知識」に

ついても既存の知識を振

り返る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，「論語」に

ついての基礎知識

と漢文独特の言い

回しを理解してい

る。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，文脈における

語句の意味や孔子の

人間の生き方につい

ての観察や思索を捉

え, 現代の私たちに

も通じる生き方につ

いての自分の考えを

形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で, 文

脈における語句の意

味や孔子の人間の生

き方についての観察

や思索を捉え, 現代

の私たちにも通じる

生き方についての自

分の考えを形成しよう

としている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，「論語」に

ついての基礎知識

と漢文独特の言い

回しのいずれかを理

解している。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，文脈における

語句の意味，孔子の

人間の生き方につい

ての観察や思索のい

ずれかを捉え, 現代

の私たちにも通じる

生き方についての自

分の考えを形成して

いる。（読） 

○ 「ひとり読み」で文脈

における語句の意

味，孔子の人間の生

き方についての観察

や思索のいずれかを

捉え , 現代の私たち

にも通じる生き方につ

いての自分の考えを

形成しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みの交流１ 

○ 文脈における語句の意

味についての「読みの交

流」を行う。 

 

④ 

 

 

 読みの交流２ 

○ 孔子の人間の生き方に

ついての観察や思索につ

いての「読みの交流」を行

う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「現代の私たちにも通じ

る生き方について」につい

ての自分の考えを付箋紙

に記述する。Ｍ  

 

⑤ 

 

 

 

 



 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「『論語』と孔

子の考え方」についてど

のような知識を身に付け

たかを振り返る。ＲＭ 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に,「自

分のお気に入りの論語の

章句」というテーマで見解

を示した紹介文の「下書

き」をする。拡Ｍ  

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や紹

介文の推敲を通し

て, 「論語」につい

ての基礎知識と漢

文独特の言い回し

について理解してい

る。  

 

○ 「意見交流」や紹介

文の推敲を通して，文

脈における語句の意

味や現代の私たちに

も通じる生き方につい

ての考えを根拠として

紹介文を書いている。

（書） 

○ 清書した紹介文を相

手に伝えることを意識

して，「声の大きさ」

「速さ」「正確さ」「緩

急・強弱」「相手意識」

を全て踏まえてスピー

チしている。（話） 

 

○ 「意見交流」や紹介

文の推敲を通して,友

達からの指摘を踏ま

え,自分の紹介文を見

直し,必要に応じて改

善しようとしている。 

 

意見交流 

○ 自分や他者の紹介文の

下書きについて気付いた

ことを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

 

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や紹

介文の推敲を通し

て, 「論語」につい

ての基礎知識と漢

文独特の言い回し

のいずれかについ

て，理解している。 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や紹介

文の推敲を通して，文

脈における語句の意

味や現代の私たちに

も通じる生き方のいず

れかについての考え

を根拠として紹介文を

書いている。（書） 

○ 清書した紹介文を相

手に伝えることを意識

して，「声の大きさ」

「速さ」「正確さ」「緩

急・強弱」「相手意識」

のうち３～４点を踏ま

えてスピーチしてい

る。（話） 

○ 「意見交流」や紹介

文の推敲を通して,自

分の紹介文を見直し,

必要に応じて改善しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

の考えを表現し直す。収

Ｍ 

○ 紹介文の清書を行う。 

○ 清書した紹介文を相手

に伝えることを意識して発

表する。 

 

⑨ 

⑩ 

 

 まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑪ 

方

法 

 

 

・紹介文 

・足跡シート 

 

・発表内容 

・紹介文 

・足跡シート 

 

 

・発表内容 

・紹介文 

・足跡シート 

 

 

 



３年生 単元の指導計画（７）（７時間完了） 

単元名 ３年「和歌の世界に触れよう」（「君待つと―万葉・古今・新古今」」／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 万葉・古今・新古今のそれぞれの歌集の特徴や，和歌における語句の使い方，表現技法を理解する

ことができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，和歌に込められた思いや描かれた情景についての自分の考えを形成し

根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（和

歌に触れ，形成した自分

の考えを伝え合う）を知

る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「和歌に関する基礎知

識」についても既存の知

識を振り返る。 

○ 全文を通読する。 

○ 万葉集・古今集・新古今

集の成立の背景やそれぞ

れの歌集の特徴を知る 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，万葉・古

今・新古今のそれぞ

れの歌集の特徴

や，和歌における語

句の使い方，表現

技法を理解してい

る。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，それぞれの歌

集の時代背景や和歌

における語句の使い

方，表現技法を捉え, 

和歌に込められた思

いや描かれた情景に

ついての自分の考え

を形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で, そ

れぞれの歌集の時代

背景や和歌における

語句の使い方，表現

技法を捉え, 和歌に

込められた思いや描

かれた情景について

の自分の考えを形成

しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ それぞれの和歌をイメー

ジする漢字を選択肢から

選び，理由とともに，「ひと

り読みシート」自分の考え

を記述する。 

○ 漢字を選んだ理由は，

現代語訳，資料を参考

に，それぞれの和歌の作

者の思い，置かれた状

況，見ている情景などを

踏まえて書く。 

 

③ 

④ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，万葉・古

今・新古今のそれぞ

れの歌集の特徴，も

しくは，和歌におけ

る語句の使い方，表

現技法のいずれか

について，理解して

いる。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，それぞれの歌

集の時代背景や和歌

における語句の使い

方，表現技法のいず

れかを捉え, 和歌に

込められた思いや描

かれた情景について

の自分の考えを形成

している。（読） 

○ 「ひとり読み」でそれ

ぞれの歌集の時代背

景や和歌における語

句の使い方，表現技

法のいずれかを捉え, 

和歌に込められた思

いや描かれた情景に

ついての自分の考え

を形成しようとしてい

る。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 
 読みの交流１ 

○ 万葉集の和歌について

の「読みの交流」を行う。 

 

⑤ 

 

 



  読みの交流２ 

○ 古今和歌集・新古今和

歌集についての「読みの

交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「和歌に込められた思

いや描かれた情景」につ

いての自分の考えを付箋

紙に記述する。Ｍ  

 

⑥ 

 

 

 

 

    

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「万葉・古今・

新古今の特徴や和歌の

語句や表現技法」につい

て，単元を通してどのよう

な知識を身に付けたかを

振り返る。ＲＭ  

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年生 単元の指導計画（８）（11時間完了） 

単元名 ３年「意見文を書いて発表しよう」（「作られた『物語』を超えて」山極寿一／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 相手に自分の主張を納得してもらうための工夫を理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，相手に自分の主張を納得してもらうための工夫についての自分の考え

を形成し，根拠を明確にして表現することができる。 

主 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○  単元で行う言語活動

（「若者言葉の普及」につ

いて意見文を書いて発表

する）を知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「相手に自分の主張を

納得してもらうための工

夫」についても既存の知

識を振り返る。 

○ 論理の展開に着目する

ことを説明し，論理の展開

の仕方についての簡単な

ゲームをする。 

○ 若者言葉の資料に目を

通し，言語活動について

見通しをもつ。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，相手に自

分の主張を納得し

てもらうための文章

表現の工夫（語句の

使い方）や，文章構

成の工夫（論理の展

開の仕方）を理解し

ている。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，主張を導き出

すための語句の使い

方などの文章表現の

工夫や，論理の展開

の仕方などの文章構

成の工夫を捉え, 相

手に自分の主張を納

得してもらうための

工夫についての自分

の考えを形成してい

る。(読) 

○ 「ひとり読み」で, 主

張を導き出すための

文章表現の工夫（語

句の使い方），文章構

成の工夫（論理の展

開の仕方）を捉え, 相

手に自分の主張を納

得してもらうための

工夫についての自分

の考えを形成しようと

している。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，相手に自

分の主張を納得し

てもらうための文章

表現の工夫（語句の

使い方），もしくは，

文章構成の工夫

（論理の展開の仕

方）を理解している。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，主張を導き出

すための語句の使い

方などの文章表現の

工夫，論理の展開の

仕方などの文章構成

の工夫のいずれかを

捉え, 相手に自分の

主張を納得してもら

うための工夫につい

ての自分の考えを形

成している。（読） 

○ 「ひとり読み」で主張

を導き出すための文

章表現の工夫（語句

の使い方），文章構成

の工夫（論理の展開

の仕方）のいずれかを

捉え, 相手に自分の

主張を納得してもら

うための工夫につい

ての自分の考えを形

成しようとしている。 

 読みの交流１ 

○ 文章表現の工夫（語句

の使い方）についての「読

みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「相手に自分の主張を

納得してもらうための語句

 

④ 

 

 



の使い方」についての自

分の考えを付箋紙に記述

する。Ｍ 

  読みの交流２ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 文章構成の工夫（論理

の展開の仕方）について

の「読みの交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「相手に自分の主張を

納得してもらうための論理

展開」についての自分の

考えを付箋紙に記述す

る。Ｍ 

 

⑤ 

 

 

 

 

   ○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「相手に自分

の主張を納得してもらうた

めの工夫」についてどのよ

うな，知識を身に付けたか

を振り返る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

 
 
 
 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 若者言葉についての資

料と 「読みの交流」で形

成した自分の考えを基に,

「若者言葉の普及につい

て」というテーマで見解を

示した意見文の「下書き」

をする。拡Ｍ 

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や意

見文の推敲を通し

て , 相手に自分の

主張を納得しても

らうための文章表

現の工夫（語句の

使い方）や，文章構

成の工夫（論理の

展開の仕方）を理

解している。  

 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して，

「事例が意味づけられ

て主張が導かれてい

るか」「用いている事

例は主張を導くのに

適切か」「論理の展開

が分かりやすいように

接続語を工夫してい

るか」「相手に分かり

やすい語句を用いて

いるか（分かりにくい

語句を解説している

か）」を全て踏まえて

意見文を書いている。

（書） 

○ 清書した意見文を相

手に伝えることを意識

して，「声の大きさ」

「速さ」「正確さ」「緩

急・強弱」「相手意識」

を全て踏まえてスピー

チしている。（話） 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して,友

達からの指摘を踏ま

え,自分の意見文を見

直し,必要に応じて改

善しようとしている。 

 

意見交流 

○ 自分や他者の意見文の

下書きについて気付いた

ことを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 



述する。収Ｍ  

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

の考えを表現し直す。 

収Ｍ 

○ 意見文の清書を行う。 

○ 清書した意見文を相手

に伝えることを意識して発

表する。 

 

 

⑨ 

⑩ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や意

見文の推敲を通し

て , 相手に自分の

主張を納得しても

らうための文章表

現の工夫（語句の

使い方），もしくは 

文章構成の工夫

（論理の展開の仕

方）のいずれかを理

解している。 

 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して，以

下の「事例が意味づ

けられて主張が導か

れているか」「用いて

いる事例は主張を導く

のに適切か」「論理の

展開が分かりやすいよ

うに接続語を工夫して

いるか」「相手に分かり

やすい語句を用いて

いるか（分かりにくい

語句を解説している

か）」のうち２～３点を

踏まえて意見文を書

いている。（書） 

○ 清書した意見文を相

手に伝えることを意識

して，「声の大きさ」

「速さ」「正確さ」「緩

急・強弱」「相手意識」

のうち３～４点を踏ま

えてスピーチしてい

る。（話） 

○ 「意見交流」や意見

文の推敲を通して,自

分の意見文を見直し,

必要に応じて改善しよ

うとしている。 

 

 

  まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑪ 

方

法 

 

 

・意見文 

・足跡シート 

 

・発表内容 

・意見文 

・足跡シート 

 

 

・発表内容 

・意見文 

・足跡シート 

 

 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 



単元の指導計画（９）（６時間完了） 

単元名 ３年「文語定型詩を味わおう」（「初恋」島崎藤村／光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 文語定型詩特有の表現やリズムを理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，詩の中の語句の効果的な使い方や表現上の特徴についての自分の考え

を形成し，根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考えを深めようと

する。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（文

語定型詩を読み，形成し

た自分の考え伝え合う）を

知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「これまで詩で学ん

だこと」についても既存

の知識を振り返る。 

○ 詩に関する印象につい

て「『詩ってなんだろう』谷

川俊太郎」を用いて話し

合う。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，文語定型

詩特有の表現やリズ

ムを理解している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，詩の中の登場

人物の心情や関係性

を捉え, 詩の中の語

句の効果的な使い方

や表現上の特徴につ

いての自分の考えを

形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で, 詩

の中の登場人物の心

情や関係性を捉え , 

詩の中の語句の効果

的な使い方や表現上

の特徴についての自

分の考えを形成しよう

としている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，文語定型

詩特有の表現もしく

はリズムのいずれか

について，理解して

いる。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，詩の中の登場

人物の心情もしくは関

係性のいずれかを捉

え, 詩の中の語句の

効果的な使い方や表

現上の特徴について

の自分の考えを形成

している。（読） 

○ 「ひとり読み」で詩の

中の登場人物の心情

もしくは関係性のいず

れかを捉え, 詩の中

の語句の効果的な使

い方や表現上の特徴

についての自分の考

えを形成しようとしてい

る。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みの交流１ 

○ 「詩の中の登場人物の

関係性について」の「読み

の交流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「『われ』と『君』の関係

性」についての自分の考

えを付箋紙に記述する。

Ｍ 

 

 

④ 

 

 



 読みの交流２ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 詩の中の登場人物の心

情についての「読みの交

流」を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「詩の中の語句の効果

的な使い方や象徴表現

などの表現上の特徴」に

ついての自分の考えを付

箋紙に記述する。Ｍ  

 

⑤ 

 

 

 

 

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「文語定型詩

特有の表現やリズム」につ

いて，単元でどのような知

識を身に付けたかを振り

返る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

 



単元の指導計画（10）（11時間完了） 

単元名 ３年「心に響く俳句を作ろう」（「俳句の可能性」宇多喜代子／光村書店） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 俳句の成立の過程や基礎知識を理解することができる。 

思 「読みの交流」を踏まえて，心に響く言葉の選び方についての自分の考えを形成し，俳句にして表

現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の考え

を深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

場 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（心

に響く言葉を選んで俳句

を作る）を知る。 

○ 今までの学習を振り返

り，「俳句」についての既

存の知識を振り返る。 

○ 「『おくのほそ道』松尾芭

蕉」に触れ，俳句の成立

の過程を知る。 

○ 季語や切れ字などの俳

句の基礎知識を知る。 

○ 全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，「おくのほ

そ道」の概要を含め

た俳句の成立の過

程や基礎知識を理

解している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，俳句における

情景・場面・心情・状

況を想像させる言葉

や気持ちを暗示した

言葉を捉え,簡潔な表

現の中での心に響く

言葉の選び方につい

ての自分の考えを形

成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で, 俳

句における情景・場

面・心情・状況を想像

させる言葉や気持ち

を暗示した言葉を捉

え, 簡潔な表現の中

での心に響く言葉の

選び方についての自

分の考えを形成しよう

としている。 

○ 「読みの交流」を通

して,友達の考えの根

拠を捉えた上で,必要

に応じてそれを取り入

れ,自分の考えを形成

しようとしている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 近現代の俳句を読み，

俳句の中の言葉が示す

内容や働きなどについて

捉え「ひとり読みシート」に

記述する。  

 

③ 

④ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，俳句の成

立の過程や基礎知

識について，理解し

ている。 

 

 

○  「読みの交流」を踏

まえて，俳句における

情景・場面・心情・状

況を想像させる言葉

や気持ちを暗示した

言葉のいずれかを捉

え, 簡潔な表現の中

での心に響く言葉の

選び方についての自

分の考えを形成して

いる。（読） 

○ 「ひとり読み」で俳句

における情景・場面・

心情・状況を想像させ

る言葉や気持ちを暗

示した言葉のいずれ

かを捉え , 簡潔な表

現の中での心に響く

言葉の選び方につい

ての自分の考えを形

成しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通

して,必要に応じて友

達の考えを取り入れ,

自分の考えを形成し

ようとしている。 

 読みの交流１ 

○ 情景・場面・心情・状況

を想像させる言葉につ

いての「読みの交流」を行

う。 

 

⑤ 

 

 

 読みの交流２ 

○ 気持ちを暗示した言葉

についての「読みの交流」

を行う。 

○ 「読みの交流」で形成し

た「心に響く言葉の選び

 

⑥ 

 

 

 

 



方」についての自分の考

えを付箋紙に記述する。

Ｍ 

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「俳句」と心に

響く言葉の選び方につい

てどのような知識を身に付

けたかを振り返る。ＲＭ  

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に,「附

中生活を振り返って」とい

うテーマで俳句の「下書

き」をする。拡Ｍ  

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や俳

句の推敲を通して, 

俳句についての基

礎知識と簡潔な表

現の中での心に響く

言葉の選び方につ

いて理解している。  

 

○ 「意見交流」や俳句

の推敲を通して，俳句

についての基礎知識

と簡潔な表現の中で

の心に響く言葉の選

び方についての考え

を根拠として俳句を作

っている。（書） 

 

○ 「意見交流」や俳句

の推敲を通して,友達

からの指摘を踏まえ,

自分の俳句を見直し,

必要に応じて改善しよ

うとしている。 

 

意見交流 

○ 自分や他者の俳句の下

書きについて気付いたこ

とを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

 

⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や俳

句の推敲を通して, 

俳句についての基

礎知識と簡潔な表

現の中での心に響く

言葉の選び方のい

ずれかについて，理

解している。 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や俳句

の推敲を通して，簡潔

な表現の中での心に

響く言葉の選び方の

いずれかについての

考えを根拠として俳句

を作っている。（書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や俳句

の推敲を通して,自分

の俳句を見直し,必要

に応じて改善しようと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

の考えを表現し直す。 

収Ｍ 

○ 俳句の清書を行う。 

 

⑩ 

 

 まとめの時間 

○ 前時に清書した俳句の

交流を行う。 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑪ 

方

法 

 

 

・俳句 

・足跡シート 

 

・俳句 

・足跡シート 

 

 

・俳句 

・足跡シート 

 

 

 



単元の指導計画（11）（10時間完了） 

単元名 ３年「自分の思いが伝わる文章を書こう」 

（「花を贈る」鷲田清一/教育出版 「誰かの代わりに」鷲田清一/光村図書） 

(1) 単元の目標 

  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

知 自分の思いを読み手に伝えるための文章表現や文章構成の工夫について，理解することができ

る。 

思 「読みの交流」を踏まえて，自分の思いを読み手に伝える工夫についての自分の考えを形成し

根拠を明確にして表現することができる。 

態 「読みの交流」「意見交流」に意欲的に参加し，友達の考えを必要に応じて取り入れ，自分の

考えを深めようとする。 

(2) 単元構成と評価基準表 

 (話)：話すこと・聞くこと (書)：書くこと (読)：読むこと 

 思考 学習活動 時 評 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

考
え
を
形
成
す
る
場 

 はじめの時間 

○ 単元の課題を知る。 

○ 単元で行う言語活動（自

分の思いが伝わる文章を

書く）を知る。 

○ 今までの学習（物語・論

説などの文章の種類な

ど）を振り返り，「自分の思

いを読み手に伝える工

夫」についても既存の知

識を振り返る。 

○ 「花を贈る」「誰かの代わ

りに」全文を通読する。 

○ はじめの考えを付箋紙

にまとめる。 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，読者に語

りかけ，問いかける

ような文章表現や具

体的な事例を効果

的に提示・引用する

などの文章構成の

工夫について理解

している。  

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，読者に語り

かけ，問いかけるよ

うな文章表現や具

体的な事例を効果

的に提示・引用する

などの文章構成の

工夫を捉え,自分の

思いを読み手に説

得力をもって伝える

ための工夫につい

ての自分の考えを

形成している。(読) 

○ 「ひとり読み」で,本文

中の読者に語りかけ，

問いかけるような文章表

現や具体的な事例を効

果的に提示・引用する

などの文章構成の工夫

を捉え，自分の思いを

読み手に説得力をもっ

て伝える工夫について

の自分の考えを形成し

ようとしている。 

○ 「読みの交流」を通し

て,友達の考えの根拠を

捉えた上で,必要に応じ

てそれを取り入れ,自分

の考えを形成しようとし

ている。 

 ひとり読み 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと自分の考えを比

較したり関連付けたりす

る。 

○ 文章が示す内容や言葉

の働きなどについて捉え

「ひとり読みシート」に記述

する。  

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

○  「読みの交流」を

踏まえて，読者に語

りかけ，問いかける

ような文章表現もし

くは具体的な事例を

効果的に提示・引

用するなどの文章構

成の工夫について

理解している。 

 

 

○ 「読みの交流」を踏

まえて，読者に語り

かけ，問いかけるよ

うな文章表現もしく

は具体的な事例を

効果的に提示・引用

するなどの文章構成

の工夫を捉え,自分

の思いを読み手に

説得力をもって伝え

るための工夫につい

ての自分の考えを

形成している。（読） 

○ 「ひとり読み」で，本文

中の読者に語りかけ，

問いかけるような文章表

現もしくは具体的な事

例を効果的に提示・引

用するなどの文章構成

の工夫を捉え,自分の思

いを読み手に説得力を

もって伝える工夫につ

いての自分の考えを形

成しようとしている。 

○ 「読みの交流」を通し

て,必要に応じて友達の

考えを取り入れ,自分の

考えを形成しようとして

いる。 

 読みの交流１ 

○ 筆者の思いを読み手に

伝える文章表現の工夫に

ついての「読みの交流」を

行う。 

○ 「読みの交流」で捉えた

「筆者の思いを読み手に

伝える文章表現の工夫」

についての自分の考えを

付箋紙に記述する。Ｍ  

 

④ 

 

 



  読みの交流２ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 筆者の思いを読み手に

伝える文章構成の工夫に

ついての「読みの交流」を

行う。 

○ 「読みの交流」で捉えた

「筆者の思いを読み手に

伝える文章構成の工夫」

についての自分の考えを

付箋紙に記述する。Ｍ  

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

    

 読みのまとめ 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,友達

の考えと比較したり，関連

付けたりする。Ｍ  

○ 足跡シートに自分の考

えをまとめ，「自分の思い

を読み手に伝える工夫」

についてどのような，知識

を身に付けたかを振り返

る。ＲＭ  

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

方

法 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

 

 

・付箋紙の記述内容 

・読みのまとめ（足跡シ

ート，単元テスト） 

 

 

 

 

・ひとり読みシート 

・付箋紙の記述内容 

 

 

 

 

 

 

 

考
え
を
基
に
表
現
す
る
場 

拡
散
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

下書き 

○ 表現の際に生かしたい

知識を足跡シートに記入

し，知識を基に表現でき

ているか確認する。拡Ｍ  

○ 「読みの交流」で形成し

た自分の考えを基に,手

紙の「下書き」をする。拡

Ｍ 

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や手

紙の推敲を通して,

手紙の文章表現や

文章構成の工夫に

ついて理解してい

る。  

 

○ 「意見交流」や手

紙の推敲を通して，

手紙の文章表現や

文章構成の工夫を

用いて見出しを書い

ている。（書） 

 

○ 「意見交流」や手紙の

推敲を通して,友達から

の指摘を踏まえ,自分の

見出しを見直し,必要に

応じて改善しようとして

いる。 

 

意見交流 

○ 自分や他者の手紙の下

書きについて気付いたこ

とを発表したり聞いたり

し，より適切な表現につい

て考え，必要に応じて表

現し直す。拡Ｍ  

○ 「意見交流」を通して,よ

り適切な表現の仕方や改

善策を考え，付箋紙に記

述する。収Ｍ  

 

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

○ 「意見交流」や手

紙の推敲を通して,

手紙の文章表現も

しくは文章構成の工

夫について理解して

いる。 

 

○ 「意見交流」や手

紙の推敲を通して，

手紙の文章表現も

しくは文章構成の工

夫を用いて見出しを

書いている。（書） 

 

○ 「意見交流」や手紙の

推敲を通して,自分の手

紙を見直し,必要に応じ

て改善しようとしている。 

 

      

清書 

○ 前時の付箋紙をまとめ

た「座席表」を読み,自分

 

⑨ 

 

収
束
的
思
考
を
働
か
せ
る
場
面 

 



の考えを表現し直す。収

Ｍ 

○ 手紙の清書を行う。 

 

 

 

方

法 

 

 

 

 

・手紙 

・足跡シート 

 

・手紙 

・足跡シート 

 

 

 

 

・手紙 

・足跡シート 

 

 

 

 

 まとめの時間 

○ 足跡シートを記入し，単

元でどのような知識を身

に付けたか，単元の学習

過程や思考方法について

振り返る。拡・収ＲＭ  

 

⑩ 

 


